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研究成果の概要（和文）：本研究では微弱な生体信号を高いS/N比で取得する為の導電性粘着剤の開発を行い、
実際に脳波を計測することでそのノイズ低減効果を実証した。導電性粘着剤は生体適合性の高いα-グルコース
とホウ酸からなり、印刷法によるゲル形成が可能である。α-グルコース鎖はホウ酸により架橋され、その結果
粘着剤の強度向上および粘着力の向上が認められた。肌に対する接触抵抗および脳波のノイズパワースペクトル
を解析した。その結果、開発したゲルは、外部ノイズの一種であるハムノイズ強度を医療現場で用いられている
導電性ペーストに匹敵する水準にまで低減できる特性を有していることが明らになった。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed a conductive adhesive to obtain weak 
biological signals with a high signal-to-noise ratio. The noise reduction effect was demonstrated by
 measuring brain waves. The conductive adhesive is composed of biocompatible alpha-glucose and boric
 acid. The alpha-glucose chain was cross-linked by boric acid, resulting in improved strength and 
adhesion of the adhesive.The contact resistance to the skin and the noise power spectra of the EEG 
were analyzed. As a result, it was found that the developed gel has the ability to reduce the 
intensity of humming noise, a type of external noise, to a level comparable to the conductive pastes
 used in the medical field.

研究分野： 化学　プリンテッドエレクトロニクス

キーワード： 生体信号　脳波　ノイズ　S/N比　ゲル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アルツハイマーやてんかんに代表される脳の異常を早期に察知することは、今後の少子高齢化社会において各人
が健康的に過ごす為には必要不可欠である。脳波や心電のような生体信号は1000Hz以下の低周波帯域に観測され
る信号であり、そのオーダーはミリからマイクロボルトと微弱である。そのような微弱信号を日常的に計測する
ためには、計測機器の小型化は当然の事ながら、皮膚に直接接触する電極材料の安全性や使い勝手、高いセンサ
性能が求められる。本研究は従来脳波計測で用いられてきた使い勝手の悪いペースト状の導電性材料を、優れた
特性を保ったまま使い易いゲル状の材料に置き換える方針を提示する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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